



は じ め に








































2018 年は 186 名の新規NST依頼があり、計 68 回、延
べ 953 名の NST回診を行い、2004 年の NST発足以来、






とになった。NST 加算の算定数は、延べ 722 件、
1,444,000 円の収益で、前年比 153％、2013 年に次ぐ多
い件数であった。新規依頼 186 名の依頼元は、呼吸器内
科が最多の 62 名で前年の⚓名から大幅増となった。次
いで、昨年最多の泌尿器科が前年比 148％の 49 名、前年







2008 年に NST 運営委員会からの提案で、委員の看護
師を中心に積極的に導入してきた摂食嚥下療法である











室蘭病医誌（第 44 巻 第⚑号 令和元年⚙月)
⚓．NST・褥瘡合同勉強会の記録
NST 発足以来継続してきた NST 勉強会は、年間 10
回開催し、第 137 回をむかえた。延べ 713 名（うち 32 名
は院外からの参加者）の参加があった（表⚑）。昨年より
⚑回開催回数が少ないことを差し引いても、過去最高の





図⚑ 年別新規依頼患者数推移（総計 1380 名） 図⚕ 月別NST加算算定数（延べ 722 件）
図⚒ 月別新規依頼患者数（合計 186 名） 図⚖ NST加算算定額の推移
図⚔ 月別NST回診人数（延べ 953 名）






































































































年次学術集会（2018 年⚑月 12-14 日 京都）
⚒．林 元子，関川由美，市場尚子，星野裕子，香川 愛，戸ノ崎琴子，石山夏紀，小川宰司，渡久山晃，宇野智子，佐々木賢
一：イレウス管および減圧 PTEGが留置された終末期がん患者へ食事提供を試みた⚑例．一般演題（口演），第 21 回日本
病態栄養学会年次学術集会（2018 年⚑月 12-14 日 京都）
⚓．佐々木賢一：静脈栄養；一般演題，座長．第 11 回日本静脈経腸栄養学会北海道支部例会（2018 年⚑月 27 日 札幌）
⚔．宇野智子，関川由美，吉田倫子，林 元子，市場尚子，星野裕子，浅野由美子，古内久美子，三浦るみ，渡久山晃，一色裕
之，河原林治朗，佐々木賢一：当院CDI 症例における栄養経路をはじめとした背景因子．一般演題（口演），第 11 回日本静
脈経腸栄養学会北海道支部例会（2018 年⚑月 27 日 札幌）
⚕．星野裕子，宇野智子，関川由美，林 元子，市場尚子，浅野由美子，高橋利紀，吉田倫子，河原林治朗，岩城 薫，古内久
美子，佐々木賢一：地域包括ケア病棟患者のBMI からみえた管理栄養士の役割．一般演題（口演），第 11 回日本静脈経腸
栄養学会北海道支部例会（2018 年⚑月 27 日 札幌）
⚖．宇野智子，関川由美，古内久美子，浅野由美子，吉田倫子，前田有一朗，三浦るみ，林 元子，市場尚子，星野裕子，渡久
山晃，一色裕之，河原林治朗，佐々木賢一：乳癌化学療法における管理栄養士の介入と味覚障害に関する検討．一般演題
（口演），第 33 回日本静脈経腸栄養学会学術集会（2018 年⚒月 22-23 日 横浜）
⚗．市場尚子，関川由美，林 元子，星野裕子，三上貴寛，浅野由美子，吉田倫子，河原林治朗，古内久美子，渡久山晃，宇野
智子，佐々木賢一：減圧目的の PTEG・イレウス管が留置された終末期がん患者への「あいーと®」の提供を想定した実験
的検討．一般演題（口演），第 33 回日本静脈経腸栄養学会学術集会（2018 年⚒月 22-23 日 横浜）
表 3 NST実地修練講習会 2018 タイムテーブル


























経腸栄養法の管理 13：40～14：30 50 分







休 憩 10 分
嚥下の評価と訓練 リハビリテーション科
横田奏平（言語聴覚士）
15：40～16：20 40 分
